
ツバメは⽇本には主に夏⿃として⾶来する⼩⿃で、⼿賀沼

周辺では3⽉下旬頃から9⽉頃まで⾒られます。⺠家の軒先

で⼦育てをするため、⾒る機会の多い⾝近な⿃の⼀つです。

博物館周辺でも、巣材の泥を集める様⼦や、ヒナに餌を運ぶ

様⼦などが⾒られるでしょう。今回は、てがたんコースのツ

バメの⼦育てに注⽬して観察してみましょう。

▲ツバメの雄（左）と雌（右）の剥製。喉の⾊や背中の光沢、

尾⽻の⻑さが雌雄で異なる

【5⽉のテーマ】
ツバメの⼦育て

案内⼈︓望⽉みずき（⿃の博物館学芸員）

伴野茂樹（⿃の博物館市⺠スタッフ）

⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
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ツバメの巣調査

⿃の博物館友の会は5年ぶりに我孫⼦市全域のツバメ
の巣調査を⾏います。ツバメの巣を調べることで、環
境の変化を知ることができます。ツバメの巣を⾒かけ
たら、ぜひご報告ください。

調査期間︓
5⽉10⽇〜31⽇
お問い合わせ先︓
友の会 伴野茂樹

⽇時︓8⽉10⽇(⼟) 17時〜19時半 ※要申込み
集合︓道の駅しょうなん 農産物直売所前

観察コースと内容︓
夏の終わりの⼣⽅、⼿賀沼
沿いのヨシ原がねぐらとな
り、ツバメたちが集まって
きます。群れ⾶ぶツバメた
ちを観察して、彼らの暮ら
しの⼀部をのぞいてみま
しょう。

ツバメのねぐら観察会

ツバメはトンボやハチ、
チョウやガなど、主に⾶
んでいる昆⾍を捕らえて
⾷べます。⽣まれたばか
りのヒナにはハエなど⼩
さい餌を持ってきます。

泥や枯れ草などの巣材を
集める場所(⽥んぼ)、巣
を作る場所(⺠家の軒先)、
餌を集める場所(広い⽔
辺)など。

ツバメはフィリピンなど
の東南アジアで越冬して
います。スズメなどの留
⿃に⽐べてツバメは翼が
⻑く、⻑距離の渡りをす
るのに適しています。

2019年の調査
の結果はこちら

ツバメの⾷べ物

渡りに適した体

ツバメの⼦育てに

必要な環境は︖


